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はじめに


　今回で１６４回目の学習会。継続は力なりと、調布の活動にはいつも励まされている。学術会議の問題では、かつて委員を務めた者としてメール署名も始めた。現在４３０００人で、４月の学術会議総会までにもっと集めたい。


気候危機は待ったなし


　地球温暖化の危機的状態は既に現れていて、残された時間は７年。地球温暖化を理解するために、３つの質問に答えてみよう。①地球は常に太陽から熱をもらっているが、温度が上がらないのは？　放射平衡で同じ熱量を放出しているから。②地球と月は、太陽からの距離はほぼ同じなのに気温が違うのは？　地球に大気があるから。③地球の空気のオリジンは？　それを探るため、「はやぶさ２」はリュウグウまで行った。地球は様々な条件が重なって、生物が生まれた宇宙でも稀有な存在だ。


温暖化と異常気象


　極地方は雪や氷に覆われているので、太陽熱を宇宙に放出しているが、温暖化で地面が現れると太陽熱を吸収して気温が上がり、さらに雪や氷が融けるので、極地方ほど早く温暖化する。


　温暖化の原因は９５％の確度で人間活動によるＣＯ２の増加にあり、温暖化が進むと、異常気象が増える。温暖化すると下層の気温が上昇して海水温も上がり、水蒸気が増えて湿潤不安定となり、集中豪雨や大雪が起こりやすくなる。また、極地方ほど早く温暖化するので、赤道と極地方との気温差が小さくなり、大気大循環が変化し、偏西風がブロックされるため、熱波や寒波、長雨や干ばつなどが起こりやすい。


　地球温暖化を止めるには、二酸化炭素など温室効果ガスを減らし、無限にある太陽エネルギーを使うことで持続可能な社会をつくることが必要。


原発再稼動


　原発は原理的にＣＯ２を出さない発電方式なので、地球温暖化に熱心な人ほど原発に固執するが、原発は事故が起こると、放射能で土地･水･空気など、人類だけでなくあらゆる生物が生存する環境を半永久的に破壊する危険性を持つので、使ってはならない。


　放射線によるＤＮＡ損傷は、直接効果と間接効果があり、脱毛･白内障･皮膚障害等の確定的影響と、がん・白血病・遺伝性疾病等の確率的影響が人体におよぶ。


　東京電力福島第一原発は、なぜ事故を起こしたのか。直接的な原因は巨大な地震と大津波。しかし、冷却用の海水をくみ上げる電気代を安くするため、当初の計画よりも１０メートル低いところに建設したうえ、外部電源を１系統のみにし、非常用電源も高所に置かなかったことが原因。地質調査は福島県が行い、東電は地質調査も地下水調査も実施した形跡がない。


　しかも「過酷事故」の訓練をしていなかったため、全電源が喪失しても、余熱で自動的に冷却水を供給する非常用復水器（１号機・１２時間）、隔離時冷却系（２、３号機・４８～７２時間）があったが、使われなかった。


「政治を変える」から「政府を変えよう」へ


　ドイツのメルケル首相は、２０１０年には「過渡期のエネルギーとして、原発を使わねば、温暖化ガスを大幅に縮小できない」と発言していたが、今年３月１０日には「２０２２年１２月末に最後の原子力発電所のスイッチを切る」と原発全廃を明言した。


　日本政府は、菅首相が昨年１０月の所信表明で「日本政府の２０５０年カーボンニュートラル」を宣言したが、達成期日が不明確なうえ、｢脱炭素｣を言いながら、国内で３０基もの石炭火力発電所の建設計画を進めており、原発再稼動方針も続けている。


　最後に増田さんは、オゾン層破壊防止では、協定で南極・北極のオゾン層の穴を小さくできたとの例をあげ、「原発の廃止・エネルギー転換の実現は、未来社会への希望である」との「原発ゼロ基本法案」の前文を引用して、温暖化を防止し、脱原発を実現するために「政府を変えよう」と結ばれた。


　質問コーナーでは、日本でもアイスランドのように地熱発電ができないか？との質問に、小型の地熱発電、温泉発電はすでに利用されているが、大型になると穴を掘るため水と蒸気が出て、水に砒素が出ることが問題と指摘。電力自由化で、自然エネルギーを利用する会社に変えたなどの発言も受けて、大企業の国有化や公有化、米軍に出て行ってもらうことなど、政府を変えて、社会主義でなくでもできることから積み重ねることが大事と話された。


　（三浦久美子・記）





元･気象庁気象研究所


研究室長、理学博士





　調布｢憲法ひろば｣は３月20日、コロナ禍で定数を制限されたたづくり10階会議室に気象学者の増田善信さん（狛江市在住、写真左上）を招いて１６４回例会を開いた。テーマは「気候危機と原発再稼働」。当年97歳！の増田さんの、映像を駆使し１時間半にわたった若々しい熱弁は参加者の胸を打った。司会は鈴木彰世話人、記録は三浦久美子世話人が分担した。　　 （編集部）
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